
学校・保護者・地域をつなぐ 令和４年８月２６日 №４３２

稚内市立増幌小中学校 学校だより 責任者：校長 畠山 博次

スマートフォンを安全に、けじめをつけて使う!

校長 畠山 博次

第１条 マナーを守ろう！

第２条 人を傷つけないか送信前に見直そう！

第３条 個人情報（写真を含む）を載せない、送らない！

第４条 ネットで知り合った人と直接会わない！

第５条 使い過ぎないようにけじめをつけて

上の第１～５条は「スマートフォン」の使い方についての注意です。これは２０１７年に文部

科学省から出された「ちょっと待って！ スマホ時代のキミたちへ１日中、スマホやネットばか

りになっていない？」という小・中学生用の資料の一部です。

スマートフォンは今や世界的に広く普及しています。子ども世代にも同じことが言えます。ち

なみに、２０２２年２月２８日にＮＴＴドコモ モバイル社会研究所が公表した「子どものスマ

ートフォン・携帯電話の利用に関する調査結果」によると、自分のスマートフォンを持っている

子どもの割合は、小学校低学年で１５％、小学校高学年で３３％、中学生で７９％であり、年々

増加しています。

また、ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の普及に伴い、子どもがインター

ネット上でトラブルにあったり、トラブルを起こしたりする割合も増えています。２０２０年の

内閣府「令和元年度青少年のインターネット利用環境実態調査報告書」によると、その割合は小

学生が１４．９％、中学生が３５．４％、高校生が５１．２％となっています。

スマートフォンの普及によって生活が便利になる一方、使い過ぎによる健康への悪影響、ＳＮ

Ｓで出会った人とのトラブル、個人情報の流出、他人を傷つける書き込み、ながらスマホによる

交通事故など、新たな問題が子どもたちの周りで起きているのが現実です。しかし、「自分には

関係ない」と捉えている子どもたちもたくさんいると思われます。したがって、いつでもどこで

もトラブルに巻き込まれる可能性があることを私たち大人が連携して子どもたちに粘り強く伝

えていく必要があります。

本校では、冒頭の第１～５条を踏まえ、今後も「スマートフォンを便利なツールとして安全に

使うためのルールやマナー」「相手の気持ちを考えながらコミュニケーションをとることの大切

さ」「心身の不調や視力の低下を防ぐけじめのあるスマートフォンの使い方」などを指導してい

きます。ご家庭でも「フィルタリングサービス」の確実な設定はもとより、スマートフォンやイ

ンターネットの安全な使い方をお子様と一緒に考えていただきたいと思います。そのことはお子

様の情報活用能力の向上に必ずつながるはずです。



７月に、児童生徒・保護者・地域・教職員を対象

に学校評価アンケートを行いました。お忙しい中、

アンケートにご協力いただきまして誠にありがとう

ございました。どの項目も、ほぼ学校が目標としております「3.0」を超える結果となりました。

■子どもたち・保護者・教職員 のいずれも評価が高かった項目は、

〇子どもたちは学級・学年の取組を通して、友だちの「良さ」や一緒に活動することの「良さ」

を感じている。

〇先生方は子どもたちの気持ちや考え方をきちんと聞いている。

〇子どもたちは部活動を通して心と身体が成長していると感じている。

などでした。

■また、地域の方から、以下の感想をいただきました。

〇子どもたちは、会うといつも礼儀正しく元気に挨拶してくれて感心しています。小学生が

放課後に地域で遊んでいる様子も安心して見ていられるようになり、成長を感じています。

今回の結果を励みに、８人の子どもたちを更に伸ばしていけるように引き続き努力していき

ます。２学期では、「ICT（タブレット端末）」を効果的に活用しながら、子どもたちの資質・

能力を伸ばしていく教育活動に力を入れていきます。ご支援、ご協力をよろしくお願いします。

日 曜日 学 校 行 事 等

１ 木 平和の日記念式典

２ 金 小：稚内養護学校との交流 中：修学旅行最終日

8 木 小：修学旅行出発（～９日）

９ 金 PTA３役会 遠足（小３，４年）

１３ 火 中３稚高体験入学

１４ 水 中３文協テスト PTA役員会

１５ 木 全校朝会 ALT来校

１６ 金 薬物乱用防止教室

２１ 水 委員会活動（６ｈ）

２６ 月 縦清掃

２７ 火 ALT

２８ 水 （中）学習会

２９ 木 （中）学習会

３０ 金 英語検定（１次）

小学生は夏休みの宿題の一つとして毎年

「自由研究」に取り組んでいますが、今回４

人の小学生は「工作」をテーマに、いろんな

作品を作ってきました。２学期始業式（８月

１７日）の日に早速、作品発表会が行われ、

「作品を作った理由」や「苦労した点」など

を交流しました。普段の生活や授業の中では

なかなかできない取組です。２５日間という

貴重な時間を使って一生懸命取り組んでき

ました。この気持ちで２学期の学校生活も、

いろいろなことに興味・関心をもちながら楽

しく、元気に過ごしてほしいと思います。

〇〇くん 〇〇さん 〇〇さん 〇〇さん

＜ 空気じゅう ＞ ＜海の物をつかったアクセサリー＞ ＜ ねこのアート ＞ ＜レンジでつくったキーホルダーとイヤリング＞


